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平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

 

午

後

一

時

開

議

 

第

 
 

一

 

議

第

三

十

一

号

 

五

條

市

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

議

第

三

十

三

号

 

五

條

市

教

職

員

住

宅

条

例

の

廃

止

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

議

第
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四

号

 

平

成

二

十

九

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

一

号

）

議

定

に

つ

い

て

 

第

 
 

二

 

発

議

第

 

二

号

 

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

抜

本

的

強

化

を

求

め

る

意

見

書

に

つ

い

て

 

第

 
 

三

 

発

議

第

 

三

号

 

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て

 

追

 

加

 

日

 

程

（

第

 

七

 

号

）

 

発

議

第

 

四

号

 

円

滑

な

議

会

運

営

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て
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出

席

議

員

（

十

二

名
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一
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牧

 
 

 

野
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一

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四

番

 
 

 

宗

 
 

 

部

 
 

 

康

 
 

 

寛

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

番

 
 

 

吉

 
 

 

田

 
 

 
 

 
 

 

正

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六

番

 
 

 

窪

 
 

 
 

 
 

 

佳

 
 

 

秀
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番

 
 

 

岩

 
 

 

本
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番

 
 

 

福

 
 

 

塚

 
 

 
 

 
 

 

実
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司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

番

 
 

 

吉

 
 

 

田

 
 

 

雅

 
 

 

範

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

一

番

 
 

 

益

 
 

 

田

 
 

 

吉

 
 

 

博

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

二

番

 
 

 

大

 
 

 

谷

 
 

 

龍

 
 

 

雄

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

欠

席

議

員

（

な

し

）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

説

明

の

た

め

の

出

席

者

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太

 
 

 

田

 
 

 

好

 
 

 

紀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副

市

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

樫

 
 

 

内

 
 

 

成

 
 

 

吉

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀

 
 

 

内

 
 

 

伸

 
 

 

起

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理

事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山

 
 

 

田

 
 

 

和

 
 

 

宏

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

技

監

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八

 
 

 

田

 
 

 
 

 
 

 

護

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市

長

公

室

長

 
 

 
 

 
 

 
 

辻

 
 

 

田

 
 

 

祥

 
 

 

友

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総

務

部

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 

和

 
 

 

田

 
 

 

剛

 
 

 

明

 

危

機

管

理

監

 
 

 
 

 
 

 
 

山

 
 

 

本

 
 

 

修

 
 

 

二

 



- 309 - 
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や

か

市

民
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長
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本
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治
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し
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福
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長
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辰
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名
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○

議

長

（

吉

田

 

正

）

た

だ

い

ま

か

ら

、

去

る

二

十

六

日

の

延

会

前

に

引

き

続

き

本

会

議

を

再

開

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

本

日

の

日

程

に

つ

い

て

は

、

お

手

元

に

配

布

済

み

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

配

布

漏

れ

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

─

─

。

 

こ

れ

よ

り

日

程

に

入

り

ま

す

。
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─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

初

め

に

日

程

第

一

、

議

第

三

十

一

号

、

議

第

三

十

三

号

及

び

議

第

三

十

四

号

の

三

議

案

を

一

括

し

て

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

昨

日

の

延

会

前

に

上

程

さ

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

を

継

続

い

た

し

ま

す

。

 

昨

日

の

本

会

議

に

お

き

ま

し

て

、

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

報

告

は

終

了

し

て

お

り

ま

す

が

、

追

加

の

報

告

を

委

員

長

に

求

め

ま

す

。

三

番

、

牧

野

雅

一

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

。

 

○

総

務

文

教

常

任

委

員

長

（

牧

野

雅

一

）

議

長

の

発

言

の

許

可

を

得

ま

し

た

の

で

、

御

報

告

申

し

上

げ

ま

す

。

 

去

る

六

月

十

四

日

の

当

委

員

会

で

審

査

し

ま

し

た

議

第

三

十

四

号

で

の

委

員

か

ら

の

質

問

に

対

し

、

理

事

者

の

答

弁

に

誤

り

が

あ

り

、

訂

正

を

承

っ

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

六

月

二

十

六

日

、

当

委

員

会

を

開

催

し

協

議

し

た

結

果

、

了

承

し

、

許

可

し

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

以

上

、

御

報

告

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

昨

日

の

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

の

報

告

及

び

本

日

の

追

加

の

報

告

に

対

す

る

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

「

訂

正

を

了

承

し

た

次

第

で

ご

ざ

い

ま

す

。

」

と

い

う

委

員

長

報

告

で

ご

ざ

い

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

ど

こ

を

訂

正

さ

れ

た

の

か

教

え

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

牧

野

雅

一

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

。

 

○

総

務

文

教

常

任

委

員

長

（

牧

野

雅

一

）

議

第

三

十

四

号

で

の

委

員

か

ら

の

質

問

に

対

し

、

理

事

者

の

「

当

該

五

條

高

校

跡

地

の

購

入

費

用

に

つ

い

て

、

全

体

の

三

パ

ー

セ

ン

ト

の

実

質

損

で

済

む

よ

う

な

計

画

を

新

た

に

得

た

。

」

と

の

答

弁

に

誤

り

が

あ

り

、

「

当

該

五

條

高

校

跡

地

の

購

入

費

用

に

つ

い

て

、

全

体

の

三

パ

ー

セ

ン

ト

の

実

質

負

担

で

済

む

よ

う

な

計

画

を

新

た

に

得

た

。

」

と

訂

正

す

る

も

の

で

あ

り

ま

し

た

。
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以

上

、

答

弁

と

い

た

し

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

昨

日

委

員

長

報

告

さ

れ

ま

し

た

七

ペ

ー

ジ

の

下

段

三

行

目

の

「

実

質

損

で

済

む

よ

う

な

」

と

い

う

分

を

「

負

担

で

済

む

よ

う

な

」

と

い

う

文

言

に

変

え

る

と

い

う

こ

と

で

よ

ろ

し

い

で

し

ょ

う

か

。

再

度

確

認

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

委

員

長

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

牧

野

雅

一

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

。

 

○

総

務

文

教

常

任

委

員

長

（

牧

野

雅

一

）

そ

の

よ

う

に

理

解

し

て

い

た

だ

い

て

結

構

で

す

。

 

こ

の

際

、

申

し

上

げ

ま

す

。

 

昨

日

の

委

員

長

報

告

に

つ

き

ま

し

て

は

、

委

員

長

と

し

て

責

任

を

持

っ

た

報

告

を

さ

せ

て

い

た

だ

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

こ

ろ

を

、

理

事

者

の

答

弁

に

誤

り

が

あ

っ

た

と

は

い

え

、

間

違

っ

た

報

告

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

こ

と

を

、

こ

の

場

を

お

借

り

し

ま

し

て

お

わ

び

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

質

疑

終

わ

り

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

…

…

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

す

み

ま

せ

ん

。

今

、

文

言

の

訂

正

が

ご

ざ

い

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

議

事

録

に

反

映

さ

れ

ま

す

か

ね

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

今

の

山

口

議

員

の

発

言

に

つ

い

て

は

、

議

事

録

に

反

映

さ

れ

る

と

思

い

ま

す

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

に

つ

い

て

は

、

討

論

を

省

略

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

本

三

議

案

を

議

案

ご

と

に

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

初

め

に

議

第

三

十

一

号

、

五

條

市

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

本

案

に

対

す

る

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

の

報

告

は

可

決

で

あ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

件

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。
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─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

次

に

議

第

三

十

三

号

、

五

條

市

教

職

員

住

宅

条

例

の

廃

止

に

つ

い

て

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

本

案

に

対

す

る

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

の

報

告

は

可

決

で

あ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

次

に

議

第

三

十

四

号

、

平

成

二

十

九

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

一

号

）

議

定

に

つ

い

て

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

本

案

に

対

す

る

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

の

報

告

は

修

正

で

あ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

は

委

員

長

の

報

告

の

と

お

り

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

委

員

長

の

報

告

の

と

お

り

修

正

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

（

「

議

長

」

の

声

あ

り

）

十

番

吉

田

雅

範

議

員

。

 

〇

十

番

（

吉

田

雅

範

）

委

員

会

で

は

全

会

一

致

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

大

変

重

要

な

案

件

で

す

の

で

、

起

立

採

決

で

お

願

い

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

は

委

員

長

の

報

告

の

と

お

り

修

正

と

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

起

立

全

員

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

本

案

は

委

員

長

の

報

告

の

と

お

り

修

正

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

引

き

続

き

、

た

だ

い

ま

修

正

議

決

し

た

部

分

を

除

く

原

案

に

つ

い

て

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

修

正

部

分

を

除

く

そ

の

他

の

部

分

に

つ

い

て

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

修

正

議

決

し

た

部

分

を

除

く

そ

の

他

の

部

分

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。
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こ

の

際

、

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

た

だ

い

ま

本

案

が

修

正

議

決

さ

れ

ま

し

た

が

、

そ

の

条

項

、

字

句

、

数

字

、

そ

の

他

の

整

理

を

要

す

る

も

の

に

つ

き

ま

し

て

は

、

そ

の

整

理

を

議

長

に

委

任

さ

れ

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 
正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

条

項

、

字

句

、

数

字

、

そ

の

他

の

整

理

は

議

長

に

委

任

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

た

だ

い

ま

議

会

運

営

委

員

会

か

ら

円

滑

な

議

会

運

営

を

求

め

る

決

議

が

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

こ

の

際

、

こ

れ

を

日

程

に

追

加

し

、

議

題

と

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 

よ

っ

て

本

案

を

日

程

に

追

加

し

、

直

ち

に

議

題

と

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

追

加

議

案

及

び

日

程

を

配

布

さ

せ

ま

す

。

 

配

布

漏

れ

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

─

─

。

 

配

布

漏

れ

な

し

と

認

め

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

こ

れ

よ

り

日

程

に

入

り

ま

す

。

 

追

加

日

程

第

一

、

発

議

第

四

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

事

務

局

長

に

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 

○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

発

議

第

四

号

 

円

滑

な

議

会

運

営

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て

。
 

 
 

標

記

の

こ

と

に

つ

い

て

、

五

條

市

議

会

会

議

規

則

第

十

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

別

紙

の

と

お

り

提

出

し

ま

す

。

 

 
 

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

提

出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提

 

出

 

者

 
 

五

條

市

議

会

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長

 

窪

 
 

 

佳

 

秀
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─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

提

案

の

趣

旨

説

明

を

求

め

ま

す

。

議

会

運

営

委

員

会

窪

 

佳

秀

委

員

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

議

会

運

営

委

員

長

 

窪

 

佳

秀

登

壇

〕

 

〇

議

会

運

営

委

員

長

（

窪

 

佳

秀

）

議

長

か

ら

発

言

の

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

た

だ

い

ま

上

程

さ

れ

ま

し

た

発

議

第

四

号

、

円

滑

な

議

会

運

営

を

求

め

る

決

議

（

案

）

を

朗

読

し

て

提

案

の

趣

旨

説

明

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

円

滑

な

議

会

運

営

を

求

め

る

決

議

（

案

）

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

六

日

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

本

会

議

で

、

総

務

文

教

常

任

委

員

会

、

牧

野

委

員

長

の

報

告

中

に

議

長

の

許

可

を

得

ず

、

自

席

か

ら

議

長

席

に

赴

き

、

議

長

に

対

し

委

員

長

報

告

を

指

摘

さ

れ

た

言

動

は

、

議

会

運

営

の

秩

序

が

保

た

れ

な

く

な

り

、

今

後

の

議

会

運

営

に

支

障

が

生

じ

る

も

の

と

言

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

 

よ

っ

て

、

今

後

の

議

会

運

営

に

対

し

ま

し

て

は

、

円

滑

な

議

会

運

営

を

認

識

し

、

理

事

者

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

取

り

組

ま

れ

る

こ

と

を

求

め

る

も

の

で

あ

る

。

 

以

上

、

決

議

す

る

。

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

五

 

條

 

市

 

議

 

会

 

議

員

各

位

に

は

何

と

ぞ

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

提

案

の

趣

旨

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

─

─

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

（

「

議

長

」

の

声

あ

り

）

 

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。
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お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

決

議

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

次

に

日

程

第

二

、

発

議

第

二

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 

○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

発

議

第

二

号

 

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

抜

本

的

強

化

を

求

め

る

意

見

書

に

つ

い

て

。

 

 
 

標

記

の

こ

と

に

つ

い

て

、

五

條

市

議

会

会

議

規

則

第

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

し

ま

す

。

 

 
 

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

提

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提

 

出

 

者

 
 

五

條

市

議

会

議

員

 

山

 

口

 

耕

 

司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

賛

 

成

 

者

 

五

條

市

議

会

議

員

 

平

 

岡

 

清

 

司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃

 
 
 
 

 
 

養

 

田

 

全

 

康

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

提

案

の

趣

旨

説

明

を

求

め

ま

す

。

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〔

九

番

 

山

口

耕

司

登

壇

〕

 

○

九

番

（

山

口

耕

司

）

た

だ

い

ま

上

程

さ

れ

ま

し

た

発

議

第

二

号

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

抜

本

的

強

化

を

求

め

る

意

見

書

に

つ

い

て

、

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

案

を

朗

読

し

て

提

案

の

趣

旨

説

明

に

代

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

抜

本

的

強

化

を

求

め

る

意

見

書

（

案

）

 

 

昨

年

末

に

成

立

し

た

「

特

定

複

合

観

光

施

設

区

域

の

整

備

の

推

進

に

関

す

る

法

律

」

の

衆

参

内

閣

委

員

会

に

お

け

る

附

帯

決

議

で

は

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

の

実

態

把

握

の

た

め

の

体

制

整

備

や

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

患

者

の

相

談

体

制

と

臨

床

医

療

体

制

の

強

化

な

ど

を

政

府

に

求

め

て

い

る

。

政

府

は

こ

れ

を

受

け

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

推

進

関

係

閣

僚

会

議

に

お

い

て

検

討

を

進

め

、

本

年

三

月

に

は

論

点

整

理

を

発

表

し

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。

 

 
 

こ

れ

ま

で

に

も

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

に

よ

る

自

己

破

産

、

家

庭

崩

壊

、

犯

罪

な

ど

の

深

刻

な

問

題

が

あ

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

政

府

は

そ

の

実

態

を

十

分

に
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把

握

し

て

来

な

か

っ

た

。

 

 
 

政

府

に

お

い

て

は

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

の

実

態

把

握

を

進

め

、

論

点

整

理

等

を

踏

ま

え

た

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

基

本

法

の

制

定

な

ど

の

抜

本

的

強

化

等

、

下

記

の

事

項

に

取

り

組

む

こ

と

を

強

く

求

め

る

。

 

記

 

一

、

公

営

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

は

、

所

管

省

庁

が

複

数

に

ま

た

が

り

、

し

か

も

規

制

と

振

興

の

担

当

省

庁

が

同

一

で

あ

る

た

め

、

一

元

的

な

規

制

が

困

難

な

側

面

が

あ

り

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

十

分

な

実

施

が

望

め

な

い

。

そ

の

た

め

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

企

画

立

案

、

規

制

と

監

視

を

一

元

的

に

行

う

独

立

組

織

の

設

置

を

検

討

す

る

こ

と

。

 

二

、

三

月

の

論

点

整

理

等

を

踏

ま

え

、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

具

体

的

な

対

策

や

実

施

方

法

を

早

急

に

検

討

す

る

こ

と

。

 

三

、

ア

ル

コ

ー

ル

依

存

症

や

薬

物

依

存

症

に

関

し

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

に

施

策

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

等

依

存

症

対

策

の

法

制

化

を

進

め

る

中

で

、

こ

う

し

た

取

組

と

合

わ

せ

、

さ

ら

に

依

存

症

対

策

の

深

化

を

図

る

こ

と

。

 

以

上

、

地

方

自

治

法

第

九

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

意

見

書

を

提

出

す

る

。

 

 
 

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

五

 

條

 

市

 

議

 

会

 

議

員

各

位

に

は

何

と

ぞ

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

提

案

の

趣

旨

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

こ

の

意

見

書

（

案

）

に

つ

き

ま

し

て

は

、

退

席

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

て

、

採

決

に

当

た

り

ま

し

て

は

棄

権

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。 

理

由

を

申

し

上

げ

て

お

き

ま

す

。

 

意

見

書

（

案

）

の

理

由

説

明

に

も

ご

ざ

い

ま

し

た

よ

う

に

、

現

在

ギ

ャ

ン

ブ

ル

依

存

症

で

困

っ

て

お

ら

れ

る

皆

さ

ん

方

の

救

済

は

必

要

で

ご

ざ

い

ま

す

。

し

か

し

意

見

書

説

明

に

も

あ

り

ま

し

た

よ

う

に

、

昨

年

末

に

国

会

で

成

立

し

た

特

定

複

合

観

光

施

設

区

域

の

整

備

の

推

進

に

関

す

る

法

律

、

つ

ま

り

略

称

カ

ジ

ノ

法

案

の

こ

と

で
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す

け

れ

ど

も

ね

、

こ

れ

を

進

め

て

い

く

と

い

う

前

提

で

の

内

容

も

含

ま

れ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

だ

か

ら

や

っ

ぱ

り

現

在

依

存

症

で

悩

ん

で

い

る

方

の

解

決

を

強

化

し

つ

つ

新

た

な

依

存

症

を

発

生

さ

せ

る

こ

と

に

つ

な

が

る

カ

ジ

ノ

法

案

と

い

う

の

は

、

も

う

廃

止

す

べ

き

で

は

な

い

か

と

私

は

思

い

ま

す

の

で

、

以

上

理

由

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

こ

の

採

決

に

つ

き

ま

し

て

は

退

席

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

棄

権

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

の

で

、

議

長

に

お

か

れ

ま

し

て

は

取

り

計

ら

い

の

方

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

ま

だ

今

質

疑

途

中

で

す

の

で

、

こ

の

あ

と

討

論

等

も

あ

れ

ば

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

議

決

す

る

と

こ

ろ

ま

で

も

う

少

し

あ

り

ま

す

の

で

、

そ

の

折

に

御

退

席

願

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

 

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

十

二

番

大

谷

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

先

ほ

ど

述

べ

ま

し

た

理

由

に

よ

り

ま

し

て

退

席

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

採

決

に

つ

い

て

は

棄

権

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

こ

れ

よ

り

本

件

を

採

決

い

た

し

ま

す

。
 

な

お

こ

の

採

決

は

起

立

に

よ

り

行

い

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

可

決

し

、

意

見

書

を

提

出

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

起

立

全

員

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

本

件

は

原

案

の

と

お

り

可

決

し

、

意

見

書

を

提

出

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

な

お

意

見

書

の

取

り

扱

い

に

つ

い

て

は

、

議

長

に

御

一

任

願

い

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

次

に

日

程

第

三

、

発

議

第

三

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。
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○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

発

議

第

三

号

 

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て

。

 

 
 

標

記

の

こ

と

に

つ

い

て

、

五

條

市

議

会

会

議

規

則

第

十

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

別

紙

の

と

お

り

提

出

し

ま

す

。

 

 
 

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

提

出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提

 

出

 

者

 
 

新

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

委

員

長

 

吉

 

田

 

雅

 

範

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

提

案

の

趣

旨

説

明

を

求

め

ま

す

。

 

〔

新

庁

舎

建

設

特

別

委

員

長

 

吉

田

雅

範

登

壇

〕

 

○

新

庁

舎

建

設

特

別

委

員

長

（

吉

田

雅

範

）

た

だ

い

ま

上

程

さ

れ

ま

し

た

発

議

第

三

号

、

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て

、

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

案

を

朗

読

し

、

提

案

の

趣

旨

説

明

に

代

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て

（

案

）

 

 
 

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

は

、

現

在

、

本

市

に

と

り

ま

し

て

、

最

も

重

要

な

事

業

で

あ

り

ま

す

。

平

成

二

十

九

年

五

月

二

十

五

日

に

行

わ

れ

ま

し

た

、

新

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

で

の

事

業

費

の

説

明

か

ら

、

今

回

、

大

幅

増

の

金

額

と

な

っ

て

お

り

、

議

会

に

対

す

る

説

明

に

お

い

て

不

誠

実

な

点

が

多

々

あ

る

と

考

え

ま

す

。

 

 
 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

日

の

新

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

、

概

算

事

業

費

、

事

業

費

の

費

用

負

担

、

庁

舎

配

置

及

び

庁

舎

レ

イ

ア

ウ

ト

が

示

さ

れ

ま

し

た

が

、

市

民

の

利

便

性

及

び

建

設

事

業

費

等

を

考

慮

し

ま

す

と

、

庁

舎

を

当

初

の

基

本

計

画

に

示

さ

れ

た

敷

地

の

北

側

へ

の

配

置

の

検

討

及

び

庁

舎

を

シ

ン

プ

ル

な

構

造

と

す

る

こ

と

で

、

市

民

の

利

便

性

及

び

事

業

費

の

削

減

に

つ

な

が

る

も

の

と

考

え

ま

す

。

 

 
 

今

回

、

新

庁

舎

建

設

事

業

費

に

つ

い

て

は

、

六

十

五

億

二

千

百

万

円

及

び

周

辺

道

路

整

備

に

約

十

億

円

の

試

算

を

示

さ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

新

庁

舎

建

設

事

業

費

に

つ

い

て

は

、

当

初

の

試

算

額

四

十

六

億

九

千

二

百

万

円

を

目

途

と

し

、

奈

良

県

と

の

協

議

を

十

分

行

っ

た

上

で

、

議

会

と

理

事

者

が

一

体

と

な

り

、

様

々

な

角

度

か

ら

十

分

協

議

を

重

ね

、

市

民

が

利

用

し

や

す

く

、

後

世

に

負

担

を

残

さ

な

い

、

新

庁

舎

建

設

事

業

を

進

め

て

い

た

だ

く

こ

と

を

強

く

求

め

る

も

の

で

あ

る

。

 

 

以

上

、

決

議

す

る

。

 

平

成

二

十

九

年

六

月

二

十

七

日

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

五

 

條

 

市

 

議

 

会

 

以

上

、

提

案

の

趣

旨

説

明

を

申

し

上

げ

ま

し

た

が

、

各

位

に

は

よ

ろ

し

く

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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○

議

長

（

吉

田

 

正

）

提

案

の

趣

旨

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

─

─

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

委

員

会

付

託

を

省

略

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

討

論

に

入

り

ま

す

。

 

 
 

討

論

の

通

告

が

あ

り

ま

す

の

で

、

大

谷

龍

雄

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

十

二

番

 

大

谷

龍

雄

登

壇

〕

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

そ

れ

で

は

議

長

の

発

言

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

（

案

）

に

つ

い

て

賛

成

の

立

場

か

ら

討

論

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

御

存

じ

の

よ

う

に

、

阪

神

淡

路

大

震

災

や

東

日

本

大

震

災

以

後

五

條

市

の

庁

舎

、

公

共

施

設

を

始

め

全

国

の

公

共

施

設

の

耐

震

性

が

強

く

求

め

ら

れ

て

お

り

ま

し

て

、

五

條

市

に

お

き

ま

し

て

も

平

成

二

十

五

年

ぐ

ら

い

の

暮

れ

か

ら

本

格

的

な

検

討

に

入

っ

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

奈

良

県

と

の

包

括

協

定

で

県

の

出

先

の

土

木

事

務

所

と

か

、

国

の

出

先

の

職

業

安

定

所

と

か

そ

う

い

っ

た

施

設

も

一

緒

に

建

て

た

方

が

市

民

の

皆

さ

ん

方

の

利

便

性

が

高

ま

る

と

い

う

の

で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

し

て

、

そ

れ

ら

を

踏

ま

え

て

議

会

の

委

員

会

で

も

各

市

民

の

皆

さ

ん

方

に

入

っ

て

い

た

だ

い

た

委

員

会

で

も

検

討

さ

れ

て

き

た

の

で

す

け

れ

ど

も

、

平

成

二

十

八

年

の

二

月

に

新

庁

舎

整

備

適

地

再

選

定

報

告

書

と

い

う

も

の

が

五

條

市

新

庁

舎

整

備

委

員

会

か

ら

出

さ

れ

ま

し

て

、

新

庁

舎

の

予

定

地

は

県

と

の

包

括

協

定

も

含

め

て

考

え

る

な

ら

ば

、

五

條

高

校

跡

地

が

い

い

と

い

う

こ

と

が

、

平

成

二

十

八

年

二

月

に

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

直

後

、

私

た

ち

議

会

の

特

別

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

も

、

ま

た

市

民

の

皆

さ

ん

方

へ

の

ア

ン

ケ

ー

ト

、

ま

た

庁

舎

内

の

職

員

の

皆

さ

ん

方

の

検

討

委

員

会

も

、

ま

た

県

と

の

協

議

も

活

発

に

進

め

て

ま

い

り

ま

し

て

、

こ

の

五

條

市

の

議

会

に

お

き

ま

し

て

も

、

県

や

国

の

出

先

と

一

緒

に

す

る

ほ

ど

便

利

が

い

い

と

い

う

こ

と

で

、

議

会

の

議

決

の

中

で

も

五

條

高

校

跡

地

を

敷

地

に

す

る

と

い

う

こ

と

が

可

決

、

決

定

さ

れ

ま

し

て

、

そ

れ

か

ら

基

本

計

画

づ

く

り

に

進

め

て

き

て

い

た

だ

い

た

わ

け

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

基

本

計

画

が

平

成

二

十

八

年

の

十

二

月

に

完

成

し

て

我

々

議

員

、

関

係

者

に

配

布

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

そ

の

基

本

計

画

が

平

成

二

十

八

年

の

十

二

月

に

出

来

上

が

っ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

れ

以

後

に

お

い

て

基

本

計

画

と

大

幅

な

変

更

の

報

告

が

理

事

者

か

ら

あ

っ

た

い

う

こ

と

で

す

。

そ

れ

は

こ

の

決

議

（

案

）

、

提

案

の

委

員

長

報

告

に

も

あ

り

ま

し

た

よ

う

に

、
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い

わ

ゆ

る

建

設

費

用

が

基

本

計

画

で

は

四

十

六

億

九

千

二

百

万

円

で

あ

っ

た

の

が

、

こ

の

議

会

の

特

別

委

員

会

で

は

十

六

億

二

千

九

百

万

円

が

膨

れ

上

が

り

し

て

、

合

計

六

十

三

億

二

千

百

万

円

と

い

う

こ

と

が

一

つ

。

そ

し

て

も

う

一

つ

基

本

計

画

よ

り

も

大

幅

に

変

更

さ

れ

た

の

が

、

庁

舎

の

建

設

の

位

置

で

す

ね

、

当

初

は

敷

地

の

北

側

と

い

う

こ

と

で

し

た

け

れ

ど

も

、

変

更

と

し

て

真

ん

中

に

と

い

う

ふ

う

に

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

こ

う

い

っ

た

基

本

計

画

が

で

き

て

か

ら

以

後

に

、

こ

う

い

う

金

額

的

に

も

膨

大

な

重

要

な

位

置

も

変

更

さ

れ

る

と

い

う

こ

と

が

あ

っ

た

も

ん

で

す

か

ら

今

回

の

決

議

（

案

）

と

い

う

も

の

が

必

要

に

な

っ

た

の

で

は

な

い

の

か

な

と

私

は

考

え

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

の

変

更

の

理

由

は

聞

い

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

重

要

な

点

だ

け

も

う

一

度

明

ら

か

に

し

ま

す

け

れ

ど

も

、

埋

蔵

文

化

財

本

発

掘

調

査

で

約

一

億

二

千

万

円

掛

か

る

と

い

う

こ

と

が

報

告

あ

り

ま

し

た

。

資

料

を

調

べ

て

み

ま

す

と

、

皆

さ

ん

、

こ

れ

は

建

設

用

地

を

ど

こ

に

す

る

か

と

い

う

こ

と

を

検

討

し

て

い

る

最

中

の

資

料

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

中

に

は

「

埋

蔵

文

化

財

等

は

な

し

」

と

結

論

付

け

て

い

る

の

で

す

ね

。

こ

れ

が

い

っ

た

ん

我

々

議

員

に

渡

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

。

五

條

高

校

跡

地

に

す

る

と

い

う

こ

と

を

決

定

す

る

前

の

資

料

と

し

て

ね

。

と

こ

ろ

が

い

ろ

ん

な

理

由

で

発

掘

調

査

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

で

、

安

西

工

業

と

の

契

約

で

発

掘

調

査

の

事

前

の

調

査

を

し

た

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

結

果

は

御

存

じ

の

よ

う

に

、

こ

の

赤

い

部

分

で

す

ね

。

南

側

は

一

番

重

要

な

遺

跡

が

あ

る

と

、

真

ん

中

か

ら

北

側

は

本

当

に

少

な

い

と

、

特

に

当

初

庁

舎

建

設

予

定

地

の

北

側

に

は

も

う

ほ

と

ん

ど

な

い

と

い

う

状

況

で

す

ね

。

だ

か

ら

こ

う

い

う

こ

と

を

根

拠

に

こ

の

間

総

務

文

教

常

任

委

員

会

で

の

発

掘

調

査

費

も

約

六

千

万

円

に

す

る

と

い

う

修

正

決

議

を

さ

れ

た

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

私

は

こ

れ

は

こ

の

時

期

妥

当

な

修

正

決

議

で

は

な

か

っ

た

か

な

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

賛

成

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

と

い

う

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

し

て

建

設

費

が

膨

れ

上

が

っ

た

も

う

一

つ

は

、

敷

地

西

側

の

擁

壁

の

工

事

、

こ

れ

が

二

億

円

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

ね

。

私

も

一

昨

日

、

土

曜

日

で

す

か

、

も

う

一

度

敷

地

の

周

辺

を

歩

い

て

敷

地

を

外

側

か

ら

見

て

ま

い

り

ま

し

た

。

そ

し

た

ら

一

級

河

川

西

川

に

は

、

西

川

の

護

岸

か

ら

上

に

は

二

メ

ー

ト

ル

五

〇

の

道

路

が

あ

り

ま

し

て

、

そ

こ

か

ら

五

メ

ー

ト

ル

ぐ

ら

い

五

條

高

校

跡

地

の

石

垣

が

ず

っ

と

あ

る

わ

け

で

す

ね

。

と

こ

ろ

が

で

す

ね

、

膨

大

な

石

垣

で

す

け

れ

ど

も

、

三

十

年

か

四

十

年

に

造

ら

れ

た

石

垣

で

す

け

れ

ど

も

、

石

垣

の

石

一

つ

も

落

ち

こ

ぼ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

は

あ

り

ま

せ

ん

わ

。

そ

し

て

三

分

の

一

は

積

み

替

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

川

石

の

丸

い

石

じ

ゃ

な

し

に

山

の

石

の

菱

形

に

削

っ

た

新

し

い

石

垣

に

積

み

替

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

だ

か

ら

も

の

す

ご

く

当

時

の

最

高

の

職

人

が

あ

の

石

垣

を

積

ん

だ

と

私

は

思

う

の

で

す

。

だ

か

ら

三

十

年

以

上

経

っ

て

も

石

こ

ろ

一

つ

も

落

ち

こ

ぼ

れ

て

い

な

い

。

こ

ん

な

ん

珍

し

い

と

思

い

ま

す

ね

。

だ

か

ら

二

億

円

で

あ

の

頑

丈

な

石

垣

を

全

部

取

っ

て

し

ま

っ

て

、

新

た

に

造

る

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

ね

。

し

か

し

私

は

、

役

所

の

石

垣

で

す

か

ら

や

っ

ぱ

り

五

十

年

、

五

十

年

以

上

と

い

う

強

固

な

庁

舎

を

建

て

て

、

周

辺

の

石

垣

も

崩

れ

な

い

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

ね

、

庁

舎

の

寿

命

も

長

い

方

が

よ

ろ

し

い

で

す

け

れ

ど

も

、

五

條

市

も

財

政

が

破

綻

し

て

し

ま

う

と

い

う

こ

と

に

も

な

ら

ん

よ

う

に

せ

な

あ

き

ま

せ

ん

か

ら

ね

、

だ

か

ら

庁

舎

の

頑

丈

さ

と

同

時

に

五

條

市

の

財

政

の

健

全

さ

と

い

う

も

の

の

両

面

は

い

つ
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も

離

さ

ず

に

目

配

り

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

は

な

い

か

と

。

だ

か

ら

、

や

っ

ぱ

り

あ

の

丈

夫

な

莫

大

な

面

積

の

石

垣

を

全

部

取

っ

て

新

た

に

擁

壁

に

す

る

と

い

う

よ

り

も

、

あ

の

今

の

頑

丈

な

石

垣

を

活

用

し

て

そ

の

表

面

に

補

強

と

い

う

こ

と

で

擁

壁

を

造

る

と

い

う

の

も

私

は

一

つ

だ

と

思

う

の

で

す

ね

。

国

道

一

六

八

号

通

っ

て

く

だ

さ

い

。

国

道

二

四

号

通

っ

て

く

だ

さ

い

。

古

く

な

っ

た

擁

壁

に

は

擁

壁

を

取

っ

て

や

り

直

し

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

古

い

擁

壁

の

上

に

新

た

に

擁

壁

を

補

強

し

て

い

る

と

い

う

、

そ

の

工

事

現

場

は

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

ね

。

西

吉

野

に

も

あ

り

ま

す

。

だ

か

ら

、

こ

の

お

金

の

た

く

さ

ん

要

る

と

き

に

、

あ

の

頑

丈

な

石

垣

が

全

部

取

り

壊

し

て

二

億

円

を

使

っ

て

や

る

と

い

う

の

は

五

條

市

の

財

政

か

ら

考

え

た

ら

、

私

は

再

検

討

が

要

る

と

思

い

ま

す

。

 

私

の

案

と

し

て

は

、

今

申

し

上

げ

ま

し

た

よ

う

に

、

あ

の

今

の

石

垣

を

活

用

し

て

そ

の

上

に

補

強

し

て

い

く

と

い

う

、

こ

の

方

法

を

再

検

討

す

べ

き

だ

と

い

う

ふ

う

に

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

そ

れ

か

ら

、

も

う

一

つ

た

く

さ

ん

の

費

用

が

報

告

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

県

有

資

産

譲

渡

補

助

制

度

新

設

と

か

敷

地

西

側

擁

壁

面

積

按

分

と

か

で

七

億

円

と

い

う

こ

と

も

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

ち

ょ

っ

と

こ

れ

も

な

か

な

か

分

か

り

に

く

い

の

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

飛

ば

し

ま

し

て

、

あ

と

免

震

構

造

に

し

た

ら

六

億

円

要

る

と

、

こ

れ

が

莫

大

な

建

設

費

用

の

高

騰

に

な

っ

て

い

る

わ

け

で

す

け

れ

ど

も

、

免

震

と

い

う

の

は

皆

さ

ん

方

御

存

じ

の

よ

う

に

、

こ

れ

は

十

数

年

前

か

ら

検

討

さ

れ

て

始

ま

っ

た

わ

け

で

す

ね

。

だ

か

ら

ま

だ

免

震

に

し

た

ら

、

地

震

に

対

し

て

一

番

効

果

的

な

建

て

方

か

と

い

う

こ

と

の

検

証

は

、

私

は

ま

だ

正

し

い

検

証

が

で

き

て

い

な

い

と

思

う

ん

で

す

ね

。

だ

か

ら

こ

れ

だ

け

の

六

億

円

も

掛

け

て

免

震

に

す

る

か

ど

う

か

は

こ

れ

も

再

検

討

す

べ

き

だ

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

ね

。

 

そ

の

再

検

討

の

理

由

を

私

の

見

解

と

し

て

明

ら

か

に

し

て

お

き

ま

す

け

れ

ど

も

、

ま

ず

一

つ

は

ボ

ー

リ

ン

グ

調

査

を

し

て

く

れ

ま

し

た

。

ど

こ

の

箇

所

で

ボ

ー

リ

ン

グ

し

て

も

い

わ

ゆ

る

二

〇

メ

ー

ト

ル

く

ら

い

掘

れ

ば

頑

強

な

岩

が

あ

っ

た

と

い

う

の

が

結

果

と

し

て

出

て

お

る

わ

け

で

す

。

だ

か

ら

二

〇

メ

ー

ト

ル

く

ら

い

の

下

や

っ

た

ら

杭

打

ち

は

可

能

だ

と

思

い

ま

す

ね

。

シ

ダ

ア

リ

ー

ナ

の

杭

打

ち

は

も

っ

と

二

〇

メ

ー

ト

ル

以

上

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

ね

、

西

中

の

杭

打

ち

も

私

ら

工

事

現

場

で

見

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

か

な

り

の

メ

ー

ト

ル

数

の

杭

打

ち

を

し

て

い

ま

す

。

だ

か

ら

ま

ず

二

〇

メ

ー

ト

ル

の

杭

打

ち

を

す

れ

ば

頑

丈

な

地

盤

が

で

き

る

と

い

う

の

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 

も

う

一

つ

は

、

五

條

市

の

消

防

庁

舎

で

す

け

れ

ど

も

、

関

係

議

員

か

ら

も

話

が

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

あ

れ

は

東

日

本

大

震

災

が

起

こ

っ

た

以

後

に

建

設

さ

れ

ま

し

た

。

だ

か

ら

東

日

本

大

震

災

以

上

の

地

震

が

起

こ

っ

て

も

倒

れ

な

い

よ

う

な

と

い

う

こ

と

で

、

我

々

市

会

議

員

も

理

事

者

も

あ

れ

を

建

て

た

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

し

か

し

い

ろ

い

ろ

検

討

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

現

在

あ

の

消

防

庁

舎

は

耐

震

構

造

と

い

う

方

法

で

建

設

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

耐

震

構

造

で

も

い

わ

ゆ

る

地

震

に

強

い

一

番

最

高

の

強

度

の

建

て

方

で

あ

る

わ

け

で

す

ね

、

こ

れ

が

理

由

の

二

つ

目

で

す

。

 

も

う

一

つ

は

、

や

は

り

先

ほ

ど

も

申

し

上

げ

ま

し

た

よ

う

に

、

こ

の

免

震

構

造

は

大

変

費

用

が

高

く

つ

く

、

今

六

億

円

挙

げ

ら

れ

て

い

る

わ

け

で

す

か

ら

ね

、

報

告



- 322 - 

 

と

し

て

。

そ

し

た

ら

何

年

先

ま

で

持

つ

か

と

い

う

こ

の

検

証

は

ま

だ

こ

れ

は

新

し

い

で

す

か

ら

は

っ

き

り

し

て

い

な

い

。

昔

は

公

共

施

設

の

耐

震

に

使

わ

れ

た

免

震

の

ゴ

ム

が

不

良

の

ゴ

ム

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

、

問

題

が

起

こ

っ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

だ

か

ら

寿

命

が

何

ぼ

持

つ

か

と

い

う

の

は

検

証

さ

れ

て

い

な

い

。

も

し

修

理

せ

ん

な

ん

と

き

に

は

ど

れ

だ

け

の

修

理

費

が

要

る

か

と

い

う

こ

と

も

は

っ

き

り

し

た

検

証

が

ま

だ

さ

れ

て

い

な

い

と

い

う

、

こ

う

い

う

こ

と

も

あ

る

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

私

は

や

っ

ぱ

り

地

震

に

強

い

建

物

と

い

う

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

け

れ

ど

も

、

耐

震

構

造

に

す

る

か

制

振

構

造

に

す

る

か

、

免

震

構

造

に

す

る

か

は

、

私

が

今

申

し

上

げ

ま

し

た

理

由

で

も

う

一

度

再

検

討

す

べ

き

だ

と

い

う

こ

と

を

申

し

上

げ

て

お

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

最

後

、

庁

舎

の

位

置

が

基

本

計

画

で

は

北

に

な

っ

て

お

っ

た

の

が

、

こ

の

六

月

議

会

の

前

に

真

ん

中

に

持

っ

て

行

き

た

い

と

い

う

変

更

の

報

告

が

あ

っ

た

の

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

皆

さ

ん

、

建

設

基

本

計

画

の

中

で

庁

舎

と

駐

車

場

と

賑

わ

い

広

場

の

配

分

の

理

由

と

し

て

こ

う

な

っ

て

い

る

の

で

す

ね

。

来

庁

舎

の

駐

車

場

は

庁

舎

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

へ

の

ア

ク

セ

ス

性

の

高

い

位

置

に

配

置

し

ま

す

。

だ

か

ら

や

っ

ぱ

り

駐

車

場

に

入

っ

て

停

ま

っ

た

ら

も

う

す

ぐ

市

役

所

に

入

れ

る

場

所

、

そ

し

て

賑

わ

い

広

場

の

と

こ

ろ

は

災

害

発

生

時

に

活

用

す

る

防

災

広

場

で

す

か

ら

、

日

ご

ろ

か

ら

認

識

す

る

た

め

平

常

時

に

お

い

て

も

防

災

広

場

を

積

極

的

に

活

用

し

て

賑

わ

い

づ

く

り

を

し

て

い

た

だ

く

と

、

こ

う

な

っ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

、

だ

か

ら

皆

さ

ん

、

庁

舎

に

用

事

に

来

る

方

も

庁

舎

に

用

事

は

な

い

け

れ

ど

も

、

賑

わ

い

広

場

に

行

き

た

い

ん

や

と

い

う

子

供

さ

ん

連

れ

の

若

い

奥

さ

ん

や

ら

、

い

わ

ゆ

る

お

年

寄

り

の

皆

さ

ん

方

も

便

利

よ

く

利

用

し

て

も

ら

お

う

と

思

っ

た

ら

駐

車

場

は

真

ん

中

に

持

っ

て

き

て

こ

そ

右

に

行

っ

た

ら

庁

舎

、

左

に

行

っ

た

ら

賑

わ

い

広

場

と

こ

う

な

る

わ

け

で

す

か

ら

、

こ

れ

は

駐

車

場

真

ん

中

が

一

番

便

利

だ

と

い

う

の

は

誰

で

も

判

断

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

思

う

わ

け

で

す

ね

。

 

真

ん

中

に

持

っ

て

い

く

理

由

と

し

て

災

害

時

の

こ

と

言

わ

れ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

災

害

時

こ

そ

皆

さ

ん

、

駐

車

場

真

ん

中

の

方

が

便

利

と

違

い

ま

す

か

。

災

害

発

生

し

て

避

難

者

の

皆

さ

ん

方

が

賑

わ

い

広

場

に

も

い

て

は

る

、

庁

舎

に

も

い

て

は

る

と

、

お

年

寄

り

の

方

々

は

ち

ょ

っ

と

外

で

は

具

合

悪

い

方

も

お

ら

れ

ま

す

か

ら

、

病

気

の

方

や

ら

け

が

人

の

方

は

。

賑

わ

い

広

場

に

も

庁

舎

の

中

に

も

い

て

は

る

場

合

や

っ

た

ら

駐

車

場

の

真

ん

中

で

あ

っ

て

こ

そ

、

皆

さ

ん

、

庁

舎

行

く

に

も

賑

わ

い

広

場

に

行

く

に

も

す

ぐ

に

行

け

る

わ

け

で

す

。

災

害

時

も

や

っ

ぱ

り

皆

さ

ん

、

駐

車

場

は

真

ん

中

の

方

が

便

利

い

い

ん

違

い

ま

す

か

ね

。

 

そ

う

い

う

こ

と

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

庁

舎

特

別

委

員

会

で

の

最

後

の

理

事

者

の

見

解

に

も

あ

り

ま

し

た

よ

う

に

、

北

側

へ

の

再

検

討

と

い

う

こ

と

も

言

わ

れ

て

お

り

ま

す

か

ら

、

こ

れ

は

も

う

工

事

が

終

わ

っ

て

し

ま

っ

て

か

ら

で

は

何

ぼ

反

省

し

て

も

や

り

直

し

は

き

き

ま

せ

ん

か

ら

、

そ

の

辺

再

度

早

急

に

検

討

し

て

結

論

を

出

す

べ

き

だ

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

庁

舎

の

位

置

に

つ

い

て

、

こ

の

三

日

間

で

こ

う

い

う

噂

を

耳

に

し

ま

す

。

い

わ

ゆ

る

北

側

の

地

権

者

か

ら

、

新

庁

舎

は

北

側

に

持

っ

て

く

る

な

と

、

も

っ

と

離

せ

と

い

う

意

見

が

あ

る

と

い

う

こ

と

に

耳

に

す

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

こ

の

間

の

本

会

議

や

委

員

会

で

理

事

者

の

答

弁

に

は

な

か

っ

た

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

こ

の
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六

月

議

会

の

新

庁

舎

特

別

委

員

会

の

審

議

の

中

で

の

理

事

者

の

答

弁

に

も

な

か

っ

た

し

、

こ

の

間

行

わ

れ

ま

し

た

総

務

文

教

常

任

委

員

会

の

理

事

者

の

答

弁

に

も

こ

れ

は

な

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

私

は

耳

が

遠

い

で

す

か

ら

言

わ

れ

て

お

っ

て

も

聞

こ

え

て

な

い

か

も

分

か

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

。

だ

か

ら

こ

う

い

う

噂

が

事

実

で

あ

っ

た

と

し

て

ね

、

事

実

で

あ

る

な

ら

ば

、

そ

の

方

に

や

は

り

こ

ち

ら

の

財

政

事

情

や

ら

便

利

な

庁

舎

に

す

る

た

め

の

事

情

を

ち

ゃ

ん

と

説

明

し

て

、

理

解

と

協

力

を

い

た

だ

け

る

そ

の

取

組

を

早

急

に

努

力

す

べ

き

だ

と

い

う

ふ

う

に

強

く

申

し

上

げ

て

お

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

荒

っ

ぽ

い

不

正

確

な

面

も

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

以

上

の

こ

と

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

に

つ

い

て

の

案

に

対

す

る

賛

成

討

論

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

以

上

で

討

論

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

な

お

こ

の

採

決

は

起

立

に

よ

り

行

い

ま

す

。

 

お

諮

り

し

ま

す

。

本

案

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

起

立

多

数

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

本

案

は

決

議

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

（

「

三

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

牧

野

雅

一

議

員

。

 

〇

三

番

（

牧

野

雅

一

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

こ

の

場

を

お

借

り

し

て

申

し

入

れ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

申

し

入

れ

。

 

こ

の

た

び

平

成

二

十

九

年

第

二

回

六

月

定

例

会

本

会

議

に

お

い

て

附

帯

議

案

の

審

査

報

告

を

行

っ

て

お

り

ま

す

最

中

に

、

議

長

に

対

し

理

事

者

側

が

報

告

書

の

内

容

に

誤

り

が

あ

る

か

の

ご

と

く

指

摘

を

な

さ

れ

た

こ

と

は

報

告

中

で

も

あ

り

委

員

会

の

尊

厳

を

傷

つ

け

、

ま

た

神

聖

な

議

場

に

お

い

て

は

慎

む

べ

き

こ

と

で

あ

り

、

大

変

残

念

な

行

動

で

あ

っ

た

と

言

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

 

理

事

者

は

議

会

に

お

い

て

も

こ

の

よ

う

な

誤

り

が

絶

対

に

な

い

と

言

い

切

れ

な

い

中

、

万

が

一

報

告

内

容

を

た

だ

す

必

要

が

あ

る

場

合

は

、

委

員

長

報

告

の

終

了

後

、
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ま

た

は

議

会

終

了

後

な

ど

で

も

可

能

と

考

え

ま

す

。

 
今

後

こ

の

よ

う

な

行

動

の

な

い

こ

と

を

強

く

要

望

い

た

し

ま

す

。

 

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委

員

長

牧

野

雅

一

。

 

な

お

、

こ

の

申

し

入

れ

に

関

し

ま

し

て

は

、

総

務

文

教

常

任

委

員

会

の

委

員

の

皆

さ

ん

の

総

意

を

持

っ

て

申

し

入

れ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

こ

の

際

、

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

各

常

任

委

員

会

委

員

長

及

び

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長

か

ら

、

会

議

規

則

第

百

五

条

の

規

定

に

よ

り

、

お

手

元

に

配

布

い

た

し

て

お

り

ま

す

閉

会

中

継

続

調

査

申

出

一

覧

表

の

と

お

り

、

閉

会

中

の

継

続

調

査

申

出

書

が

提

出

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

各

委

員

会

委

員

長

か

ら

申

出

の

と

お

り

、

閉

会

中

の

継

続

調

査

と

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

申

出

ど

お

り

、

閉

会

中

の

継

続

調

査

と

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─
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○

議

長

（

吉

田

 

正

）

以

上

で

、

本

日

の

日

程

は

全

部

終

了

し

ま

し

た

。

 

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

員

各

位

に

は

、

平

成

二

十

九

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

を

始

め

、

重

要

案

件

の

審

議

に

終

始

御

熱

心

に

御

精

励

を

賜

り

、

ま

た

円

滑

な

る

運

営

に

御

尽

力

、

御

協

力

い

た

だ

き

厚

く

御

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

理

事

者

各

位

に

は

事

務

事

業

の

執

行

に

際

し

て

は

、

本

会

議

並

び

に

常

任

委

員

会

に

お

け

る

議

員

各

位

の

御

意

見

、

御

提

言

を

十

分

尊

重

さ

れ

、

市

政

の

一

層

の

向

上

を

目

指

し

て

御

精

励

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

閉

会

の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

市

長

か

ら

御

挨

拶

が

あ

り

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

平

成

二

十

九

年

第

二

回

定

例

会

の

閉

会

に

当

た

り

ま

し

て

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。
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議

員

各

位

に

は

公

私

と

も

何

か

と

御

多

用

の

中

、

本

定

例

会

に

お

き

ま

し

て

慎

重

審

議

を

賜

り

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 
今

議

会

に

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

に

つ

き

ま

し

て

は

一

部

を

除

き

可

決

・

承

認

を

得

ま

し

た

こ

と

に

心

か

ら

御

礼

を

申

し

上

げ

る

次

第

で

あ

り

ま

す

。

 

特

に

そ

の

中

に

お

き

ま

し

て

、

決

議

文

が

二

つ

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

 

ま

ず

第

一

点

は

、

五

條

市

新

庁

舎

建

設

事

業

の

見

直

し

を

求

め

る

決

議

（

案

）

で

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

の

中

に

お

き

ま

し

て

は

、

庁

舎

建

設

事

業

費

に

つ

い

て

は

六

十

五

億

二

千

万

円

及

び

周

辺

整

備

に

約

十

億

円

と

い

う

ふ

う

に

書

か

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

決

議

文

は

、

議

員

の

皆

さ

ん

か

ら

の

決

議

を

と

い

う

の

は

大

変

重

要

と

私

は

認

識

を

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

こ

れ

に

対

し

て

市

民

の

皆

さ

ん

も

こ

の

決

議

文

を

見

る

と

い

う

こ

と

で

、

誤

解

を

招

い

て

は

い

け

な

い

。

そ

う

い

う

ふ

う

に

思

っ

て

お

り

ま

す

。

そ

の

中

で

、

議

員

さ

ん

に

も

示

し

ま

し

た

と

お

り

六

十

五

億

二

千

万

円

の

中

に

お

い

て

は

総

額

で

あ

り

ま

し

て

、

こ

れ

は

市

の

負

担

と

プ

ラ

ス

ア

ル

フ

ァ

県

の

負

担

が

あ

る

。

県

の

負

担

が

約

三

二

パ

ー

セ

ン

ト

、

県

の

持

ち

出

し

が

十

七

億

四

千

五

百

万

円

、

こ

れ

も

理

解

の

得

る

よ

う

な

形

の

中

で

数

字

を

明

確

に

入

れ

て

い

た

だ

き

た

い

。

 

そ

し

て

周

辺

道

路

整

備

に

つ

き

ま

し

て

は

、

旧

来

、

旧

岡

中

線

・

岡

口

三

号

線

を

基

本

的

に

早

期

に

や

る

、

こ

う

い

う

ふ

う

に

言

っ

て

い

ま

し

た

が

、

そ

の

後

に

対

し

て

岡

口

六

号

線

と

か

い

ろ

ん

な

道

路

問

題

も

出

て

き

ま

し

た

。

検

討

す

る

と

言

っ

た

も

の

の

現

在

の

と

こ

ろ

で

は

こ

の

二

つ

を

集

中

的

に

や

る

と

い

う

こ

と

の

総

額

で

、

こ

の

四

つ

全

て

が

入

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

、

市

民

の

皆

さ

ん

に

対

し

て

そ

れ

は

誤

解

を

招

く

。

そ

れ

に

対

し

て

の

き

ち

っ

と

し

た

決

議

文

の

中

に

金

額

を

明

確

に

し

な

け

れ

ば

、

何

か

金

額

が

べ

ら

ぼ

う

に

大

き

く

な

っ

た

と

い

う

誤

解

を

さ

れ

る

と

い

う

こ

と

で

大

変

私

た

ち

も

決

議

文

に

対

し

て

の

憤

り

を

感

じ

て

お

り

ま

す

。

明

確

な

金

額

を

提

示

し

て

い

た

だ

き

た

い

、

そ

う

い

う

ふ

う

に

感

じ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

 

そ

れ

と

も

う

一

つ

に

お

き

ま

し

て

、

円

滑

な

議

会

運

営

を

求

め

る

決

議

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

し

た

。

先

ほ

ど

委

員

長

の

方

か

ら

も

お

話

が

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

れ

に

関

し

ま

し

て

も

、

当

然

五

條

市

議

会

会

議

規

則

の

議

場

に

お

け

る

発

言

の

規

定

を

し

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

は

議

場

に

お

け

る

議

員

の

発

言

に

つ

い

て

の

規

定

は

し

て

い

る

も

の

の

理

事

者

側

は

議

長

の

許

可

が

な

い

と

、

一

切

発

言

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

私

は

総

務

文

教

常

任

委

員

会

の

委

員

長

報

告

の

内

容

に

疑

義

が

あ

り

ま

し

た

が

、

委

員

長

報

告

に

対

す

る

質

疑

は

議

員

の

み

に

認

め

ら

れ

て

い

る

も

の

で

あ

っ

て

、

理

事

者

側

に

は

認

め

ら

れ

て

お

り

ま

せ

ん

。

し

た

が

っ

て

私

が

挙

手

を

し

た

と

こ

ろ

で

発

言

の

許

可

が

得

ら

れ

る

と

は

限

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

な

が

ら

訂

正

を

必

要

と

す

る

内

容

は

今

後

の

新

庁

舎

整

備

に

関

す

る

重

要

な

内

容

で

あ

り

、

理

事

者

側

か

ら

何

ら

か

の

形

で

訂

正

の

申

し

入

れ

を

し

な

い

限

り

、

本

議

会

に

お

け

る

委

員

長

報

告

は

そ

の

ま

ま

会

議

録

に

掲

載

さ

れ

、

後

々

禍

根

を

残

す

こ

と

に

な

り

か

ね

な

い

と

考

え

、

ま

た

正

確

な

内

容

を

市

民

始

め

関

係

の

皆

さ

ん

に

お

伝

え

す

る

こ

と

の

義

務

が

私

に

は

あ

る

と

判

断

し

、

議

事

進

行

中

で

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

議

長

に

事

情

を

お

伝

え

し

、

何

ら

か

の

対

応

を

求

め

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。
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そ

う

い

う

面

で

、

私

た

ち

に

お

き

ま

し

て

も

決

議

に

対

し

て

は

重

要

な

思

い

を

持

っ

て

や

っ

て

お

り

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

市

民

の

皆

さ

ん

に

明

確

な

数

字

、

明

確

な

言

葉

と

い

う

こ

と

は

正

確

に

伝

え

て

い

た

だ

き

た

い

、

そ

う

い

う

ふ

う

に

考

え

ま

す

の

で

、

今

後

こ

の

中

に

お

い

て

も

議

会

と

円

滑

な

運

営

を

認

識

し

、

理

事

者

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

も

一

緒

に

取

り

組

も

う

と

い

う

大

変

有

り

難

い

言

葉

が

あ

り

ま

し

た

の

で

、

是

非

と

も

そ

の

辺

を

踏

ま

え

て

今

後

議

会

と

一

体

と

な

っ

て

頑

張

っ

て

ま

い

り

た

い

、

そ

う

い

う

ふ

う

に

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

本

定

例

会

に

は

議

員

各

位

か

ら

い

た

だ

き

ま

し

た

御

意

見

、

御

提

言

を

踏

ま

え

な

が

ら

こ

れ

か

ら

市

政

運

営

を

進

め

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

後

と

も

市

政

発

展

の

た

め

御

協

力

の

ほ

ど

よ

ろ

し

く

お

願

い

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

こ

れ

か

ら

厳

し

い

暑

さ

を

迎

え

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

議

員

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

ど

う

ぞ

健

康

に

は

充

分

御

留

意

い

た

だ

き

、

今

後

と

も

市

政

の

発

展

と

市

民

の

幸

せ

の

た

め

、

一

層

の

御

尽

力

を

賜

り

ま

す

こ

と

を

お

願

い

申

し

上

げ

、

閉

会

に

当

た

っ

て

の

お

礼

の

御

挨

拶

に

代

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

吉

田

 

正

）

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

平

成

二

十

九

年

五

條

市

議

会

第

二

回

六

月

定

例

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

後

一

時

五

十

三

分

閉

会

 
 

 
 

 
 

 
 

  

本

会

議

録

の

正

当

な

る

こ

と

を

証

明

す

る

た

め

に

こ

こ

に

署

名

す

る

。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議

 
会

 

議

 

長

 
 

吉

 
 

田

 
 

 
 

 

正

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 
員

 
 

大

 
 

谷

 
 

龍

 
 

雄

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

養
 

 

田

 
 

全

 
 

康

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

平

 
 

岡

 
 

清

 
 

司

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


